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議員提出第１号議案 

 

 大阪府議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例一部改正

の件 

 

 大阪府議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を

改正する条例を次のように定める。 



 

 

大 阪 府 条 例 第    号  

大 阪 府 議 会 議 員 の 議 員 報 酬 及 び 費 用 弁 償 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を  

改 正 す る 条 例  

大 阪 府 議 会 議 員 の 議 員 報 酬 及 び 費 用 弁 償 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 一 年 大 阪 府

条 例 第 二 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示

す よ う に 改 正 す る 。  
改 正 後  改 正 前  

  

第 三 条 （ 略 ）  
 

第 四 条 府 議 会 議 員 が 長 期 欠 席 （ 一 の 定 例 会 の 開

会 の 日 か ら 当 該 定 例 会 の 閉 会 の 日( 以 下 「 閉 会

日 」 と い う 。) ま で の 間 （ 九 月 に 招 集 さ れ る 定

例 会 に あ っ て は 、 開 会 の 日 か ら 当 該 開 会 の 日 に

上 程 さ れ た 議 案 の 採 決 を 行 う 日 と し て あ ら か

じ め 議 会 運 営 委 員 会 で 決 定 し た 日 （ 以 下 「 採 決

日 」 と い う 。 ） ま で の 間 又 は 採 決 日 の 翌 日 か ら

閉 会 日 ま で の 間 ） に 開 か れ る 次 に 掲 げ る 会 議 等

( 以 下 「 会 期 中 の 会 議 等 」 と い う 。) の 全 て を 欠

席 す る こ と を い う 。 以 下 同 じ 。) を し た 場 合 に

お い て 、 閉 会 日 又 は 採 決 日 後 に 最 初 に 会 期 中 の

会 議 等 に 出 席 し た 日 の 属 す る 月( 以 下 「 出 席 月 」

と い う 。) の 前 月 が 閉 会 日 又 は 採 決 日 の 属 す る

月( 以 下 「 閉 会 月 」 と い う 。) の 翌 月 以 後 の 月 で

あ る と き は 、 閉 会 月 の 翌 月 か ら 出 席 月 の 前 月 ま

で の 議 員 報 酬 は 、 支 給 し な い 。 た だ し 、 当 該 長

期 欠 席 が 出 産 、 感 染 症 の 予 防 及 び 感 染 症 の 患 者

に 対 す る 医 療 に 関 す る 法 律 ( 平 成 十 年 法 律 第 百

十 四 号) 第 十 八 条 第 一 項 に 規 定 す る 患 者 若 し く

は 無 症 状 病 原 体 保 有 者 で あ る こ と 又 は 病 院 若

し く は 診 療 所 へ の 入 院 で あ っ て 医 師 の 診 断 書

の 提 出 が あ り 、 や む を 得 な い も の と し て 議 長 が

議 会 運 営 委 員 会 に 諮 っ て 認 め た こ と に よ る も

の で あ る と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

一 会 議  

二 委 員 会  

三  協 議 等 の 場 ( 議 案 の 審 査 又 は 議 会 の 運 営

に 関 し 協 議 又 は 調 整 を 行 う た め の 場 を い

う 。) 

四 議 員 の 派 遣 及 び 委 員 の 派 遣  
 

 

第 四 条 の 二 前 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 府 議 会 議

員 が 被 告 人 又 は 被 疑 者 と し て 身 体 の 拘 束 を 受

け て い る こ と に よ り 前 条 各 号 の 会 議 等 を 欠 席

し た と き は 、 当 該 欠 席 し た 日 の 属 す る 月 （ 以 下

「 欠 席 月 」 と い う 。 ） 以 後 の 月 分 の 議 員 報 酬 は 、

同 日 後 に お い て 最 初 に 前 条 各 号 の 会 議 等 に 出

席 し た 日 又 は 被 告 人 若 し く は 被 疑 者 と し て 身

体 の 拘 束 を 受 け て い る こ と 以 外 の 事 由 に よ り

前 条 各 号 の 会 議 等 を 欠 席 し た 日 の 属 す る 月 （ 欠

席 月 と 同 一 の 月 で あ る 場 合 は 、 そ の 翌 月 ） 以 後

の 月 分 を 除 き 、 そ の 支 給 を 停 止 す る 。  

第 三 条 （ 略 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 四 条  被 告 人 又 は 被 疑 者 と し て 身 体 の 拘 束 を

受 け て い る こ と に よ り 招 集 に 応 じ ず 、 又 は 委 員

会 を 欠 席 し た 日 の 属 す る 月 （ 以 下 こ の 項 に お い

て 「 欠 席 月 」 と い う 。 ） 以 後 の 月 分 の 府 議 会 議

員 の 議 員 報 酬 は 、 同 日 後 に お い て 最 初 に 招 集 に

応 じ 、 若 し く は 委 員 会 に 出 席 し た 日 又 は 被 告 人

若 し く は 被 疑 者 と し て 身 体 の 拘 束 を 受 け て い

る こ と 以 外 の 事 由 に よ り 招 集 に 応 じ ず 、 若 し く

は 委 員 会 を 欠 席 し た 日 の 属 す る 月 （ 欠 席 月 と 同

一 の 月 で あ る 場 合 は 、 そ の 翌 月 ） 以 後 の 月 分 の

議 員 報 酬 を 除 き 、 そ の 支 給 を 停 止 す る 。  



 

 

附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

 

２ ・ ３ （ 略 ）  
第 六 条 （ 略 ）  

 

第 七 条  基 準 日 前 六 箇 月 以 内 に 第 四 条 の 規 定 に

よ り 当 該 月 分 の 議 員 報 酬 を 支 給 し な か っ た 月

が あ る と き は 、 前 条 第 一 項 の 期 末 手 当 の う ち 、

そ れ ぞ れ そ の 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に

お け る そ の 者 の 在 職 期 間 の 月 数 を 基 礎 と し て

月 割 り を も っ て 計 算 し た 当 該 議 員 報 酬 を 支 給

し な か っ た 月 分 の 額 に 相 当 す る 部 分 は 、 支 給 し

な い 。  
 

第 七 条 の 二  基 準 日 前 六 箇 月 以 内 に 第 四 条 の 二

第 一 項 の 規 定 に よ り 当 該 月 分 の 議 員 報 酬 の 支

給 を 停 止 し た 月 （ 同 項 の 規 定 に よ り 支 給 を 停 止

す べ き で あ っ た 月 分 の 議 員 報 酬 で 既 に 支 給 し

た も の が あ る と き は 、 当 該 月 を 含 む 。 ） が あ る

と き は 、 第 六 条 第 一 項 の 期 末 手 当 の う ち 、 そ れ

ぞ れ そ の 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お け

る そ の 者 の 在 職 期 間 の 月 数 を 基 礎 と し て 月 割

り を も っ て 計 算 し た 当 該 議 員 報 酬 の 支 給 を 停

止 し た 月 分 の 額 に 相 当 す る 部 分 は 、 そ の 支 給 を

停 止 す る 。  

２ 第 四 条 の 二 第 二 項 の 規 定 は 、 前 項 の 規 定 に よ

り 期 末 手 当 の 一 部 の 支 給 を 停 止 し た 場 合 に 準

用 す る 。  

３  基 準 日 前 六 箇 月 以 内 に 第 四 条 の 二 第 三 項 の

規 定 に よ り 当 該 月 分 の 議 員 報 酬 を 支 給 し な か

っ た 月 （ 同 項 後 段 の 規 定 に よ り 当 該 月 分 の 議 員

報 酬 を 返 納 し な け れ ば な ら な い 月 を 含 む 。 ） が

あ る と き は 、 第 六 条 第 一 項 の 期 末 手 当 の う ち 、

そ れ ぞ れ そ の 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に

お け る そ の 者 の 在 職 期 間 の 月 数 を 基 礎 と し て

月 割 り を も っ て 計 算 し た 当 該 議 員 報 酬 を 支 給

し な か っ た 月 分 の 額 に 相 当 す る 部 分 は 、 支 給 し

な い 。  

２ ・ ３ （ 略 ）  

第 六 条 （ 略 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 七 条  基 準 日 前 六 箇 月 以 内 に 第 四 条 第 一 項 の

規 定 に よ り 当 該 月 分 の 議 員 報 酬 の 支 給 を 停 止

し た 月 （ 同 項 の 規 定 に よ り 支 給 を 停 止 す べ き で

あ っ た 月 分 の 議 員 報 酬 で 既 に 支 給 し た も の が

あ る と き は 、 当 該 月 を 含 む 。 ） が あ る と き は 、

前 条 第 一 項 の 期 末 手 当 の う ち 、 そ れ ぞ れ そ の 基

準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お け る そ の 者 の

在 職 期 間 の 月 数 を 基 礎 と し て 月 割 り を も っ て

計 算 し た 当 該 議 員 報 酬 の 支 給 を 停 止 し た 月 分

の 額 に 相 当 す る 部 分 は 、 そ の 支 給 を 停 止 す る 。 
 

２ 第 四 条 第 二 項 の 規 定 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 期

末 手 当 の 一 部 の 支 給 を 停 止 し た 場 合 に 準 用 す

る 。  

３  基 準 日 前 六 箇 月 以 内 に 第 四 条 第 三 項 の 規 定

に よ り 当 該 月 分 の 議 員 報 酬 を 支 給 し な か っ た

月 （ 同 項 後 段 の 規 定 に よ り 当 該 月 分 の 議 員 報 酬

を 返 納 し な け れ ば な ら な い 月 を 含 む 。 ） が あ る

と き は 、 前 条 第 一 項 の 期 末 手 当 の う ち 、 そ れ ぞ

れ そ の 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お け る

そ の 者 の 在 職 期 間 の 月 数 を 基 礎 と し て 月 割 り

を も っ て 計 算 し た 当 該 議 員 報 酬 を 支 給 し な か

っ た 月 分 の 額 に 相 当 す る 部 分 は 、 支 給 し な い 。 

  



 

 

提 案 理 由 

 

 他自治体において、長期間にわたり、議会を欠席しているにもか

かわらず、その間の議員報酬と期末手当が支給される事案が発生し

ている。 

大阪府議会においては、多様な人材の議会への参画を促進する環

境整備を図る観点から、本会議への欠席事由の拡大（育児、介護、

出産支援等）を行ってきたが、一方で長期にわたり職責を果たして

いない議員については、報酬等の減額を行い、府議会に対する府民

の信頼を得る必要があるため提案する。  

 


